








コロナ禍を乗り越え活動を本格化
　「いつも頑張っているお母さんの手助けをしたい」「県
内各地にできた〈こども食堂〉を室戸でもやりたい！」という
想いから、2018年11月に発足した『室戸えがお食堂』。
　５人の実行委員と10人ほどのボランティアメンバーで
活動しており、室戸市保健福祉センターで月に1度食堂
を開いている。
　発足後まもなく拡大したコロナ禍により活動は低迷。一
度活動をやめてしまうと再開は難しくなると考え、弁当形
式や少数での会食形式を取るなど細々ながら活動を継
続。本来の食堂形式を再開したのは2024年４月のことだ。

世代間交流の場に
　ボランティアメンバーには、子どもたちや市内の小学校
で読み聞かせや折り紙教室などの活動をしている「室
小おはなし会」の会員がいる。
　食堂の開催日には、地域の子供たちから高齢者まで
幅広い世代が35人ほど集まり、皆で食卓を囲みながら
食事を楽しむ。食事前には高齢者と子どもたちがオセロ
やボールで一緒に遊んだり、折り紙をして楽しむ姿も見
られ、多世代間交流の場ともなっているようだ。訪問した
日は、実行委員と子どもも含めたボランティアメンバーの
みんなで料理をつくっていた。
　食堂を利用しているお母さんに聞くと、「昼食をゆっくり
と食べられて、すごく助かります。子どもたちも友達と遊
ぶことができて毎回楽しみにしています」とのこと。子ど
もたちからも「みんなと遊べて楽しい！ご飯もおいしいで
す！」とのこと。
　代表の多田さんは、笑顔を絶やさず語る。

「誰がどの場面にいてもいいんです。料理をしにきてくれ
てもいいし、ただ遊びにくるだけでも、食べにくるだけでも
いい。参加する人たちみんなが、居心地が良いと思って
くれたらそれで良いんです」。

集いの場が増え、拡がる活動
　最近は、室戸えがお食堂から派生して『むろと☆あそ
ビバ♪』という活動もはじまり、地域住民が集まり、一緒に
ものづくりやお菓子づくりなどを楽しむ場になっている。
　メンバーのモチベーションは、「おいしかった」「ありが
とう」という声だといい、今後もできる限り食堂を続け、若
い世代にも活動を引き継いでいきたいという。
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週2回の百歳体操と季節の催し
　『二区ミニデイ』は、本山町の市街地にある二区地区
を拠点に、2017年４月に活動を開始した。活動がはじまっ
たきっかけは、他地区でも行われていた《百歳体操》を
二区地区でもやってみようという区長の提案だ。
　メンバーは60代から90代までの女性ばかり11名で、地
区にあるコミュニティセンターで週に２日体操を行ってお
り、そのほか町内の保育園児との交流を年１回、ボラン
ティアによる月1回の紙芝居、季節の催しを年数回行って
いる。
　体操は、映像を見ながら掛け声に合わせて、「1、2、3、
4、5、6、7、8」と声をあげながら体を動かす。参加者の方
に聞くと、「体操の後は体が軽くなって、健康維持にもつ

ながる」そう。地区は坂道も多く、コミュニティセンターまで
の道のりが、足腰を鍛える良い機会にもなっているとも。
　季節ごとの催しを、２月は節分、３月はひな祭り、７月は
七夕などに行うようにしていて、メンバーのみんなで知恵
を出し合ってレクリエーションを行ったり、食事を一緒に
食べたりしているという。百歳体操だけでなく、季節ごと
の催しがあるからこそ、より地区内のつながりが強くなっ
ている。

会話を楽しみ、お互いを見守る
　『二区ミニデイ』の活動は、定期的に皆と顔を合わせ
る良い機会になっており、お互いの見守り活動にもつな
がっているという。メンバーは独居高齢者も多く、自宅に
いるだけだと人と会話をする機会も少ないが、「活動に
出てきたらみんなの顔も見ることができるし、話もできるの
で楽しい」とのこと。休んでいるメンバーがいれば「体調
は大丈夫かな？」と気にかけあう関係性もできており、「メ
ンバーと会えることや会話ができること」は活動継続のた
めの大きな原動力となっているそうだ。
　お世話役のひとりを務める上地さんは、今後も皆に楽
しんでもらうために、様々な活動を継続しながら健康維
持を促進していきたいと、笑顔で話してくれた。

百歳体操の様子

シニア世代の皆さんが生きがいのある 
セカンドライフを送るための参考となるような、

県内でいきいきと地域活動をされている
皆さんをご紹介します。
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大人から子どもまで、一緒になって調理や遊びを楽しむ

シニアのちょっといい話8 9
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と
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取
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の
後
体
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が
悪
化
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を
繰
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返
す
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と
に
な

る
。ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
の
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っ
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た
め
、面
会
も
で
き
ず
精
神
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に

も
つ
ら
い
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っ
た
が
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に
白
血
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を
乗
り
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え
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躍
す
る

競
泳
の
池
江
里
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に
励
ま
さ
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。高
校
卒
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で
き
る
ま
で
に
回
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し
た
。
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医
療
職
に
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味
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が
、手
先
を
使
う
こ
と
も
多
く
断
念
。担
当
の
先
生
と
自
分
に
あ
っ
た

進
路
を
考
え
る
中
で
見
つ
け
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野
を
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べ
く
、高
知
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学
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祉
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部
へ
の
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学
を
決
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。
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大
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手
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を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル「
か
ん
き
も
ん
援
農
部
門
」に
所
属
し
て
い
る
。最
初
は
障

害
が
あ
って
も
活
動
で
き
る
の
か
不
安
が
あ
っ
た
が
、先
輩
に
相
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し
て

み
た
と
こ
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っ
て
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し
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を
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。2
回
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も
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、

売
れ
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好
評
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っ
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の
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の
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に
残
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そ
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だ
。
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そ
し
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2
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2
3
年
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民
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ュ
ー
ジ
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無
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会

的
立
場
な
ど
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を
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払
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、11
年
ぶ
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に
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の
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。

　

し
か
し
、旧
知
の
ダ
ン
ス
や
演
劇
の
先
生
方
が
指
導
に
つ
く
と
い
う

安
心
感
に
後
押
し
さ
れ
、参
加
を
決
意
。「
障
害
が
あ
る
人
で
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
で
活
躍
で
き
る
ん
だ
」と
い
う
思
い
で
出
演
し
、と
て
も
楽
し
い

時
間
だ
っ
た
と
い
う
。
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サ
ー
ク
ル
活
動
や
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
参
加
な
ど
、積
極
的
に

挑
戦
し
て
い
く
川
村
さ
ん
の
原
動
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は
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と
尋
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と
、「
小
さ
な

頃
か
ら
キ
ャ
ン
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ど
の
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ベ
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ト
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加
し
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で
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う
人
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流
す
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つ
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な
人
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関
わ
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り
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出
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も
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る
。

　

将
来
に
つ
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迷
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も
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に
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と
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ま
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」
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も
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き
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こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。ま
た
、自
身
の
リ
ハ

ビ
リ
期
間
中
に
看
護
師
や
周
囲
の
人
か
ら
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ま
し
て
も
ら
い
、支
え
て

も
ら
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た
経
験
が
強
く
心
に
残
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お
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、今
度
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自
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が
人
を
励
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し
、支
え
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な
り
た
い
と
思
って
い
る
と
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。

　

今
後
は
卒
業
に
向
け
、就
活
や
勉
強
、卒
業
論
文
な
ど
忙
し
い
生
活

が
控
え
て
い
る
が
、「
楽
し
む
コ
コ
ロ
」を
忘
れ
ず
、日
々
を
楽
し
ん
で
過

ご
し
た
い
と
話
す
。病
気
を
乗
り
越
え
、何
事
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
く
彼
女
な
ら
、今
後
ど
ん
な
障
壁
で
も
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。
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第27回 高知県障害者
スポーツ大会の開催！
障害のある方のスポーツを通じた体
力の維持増進及び自立と社会参加の
促進に寄与するとともに、県民の障害
者に対する理解を深めることを目指し
ます。

ナツボラ
（夏のボランティア体験キャンペーン）
2025 受入登録団体募集！

「ナツボラ」を今年も開催します！実施にあた
り、「ナツボラガイド」に掲載するボランティ
アの受入団体とプログラムを募集します。

（※事前登録が必要です）
詳しくは、下記までお問い合わせください。

［募集期間］令和7年４月1日（火）～５月16日
（金） ※必着
［問合先］ボランティア・NPOセンター
TEL：088-850-9100
MAIL：kvnc@pippikochi.or.jp

キッズ☆バリアフリー
フェスティバル2025開催!
子どもやその家族がイベントを通して様々な人や
専門機関と繋がり、ライフステージに応じた知識
や制度、福祉用具の情報を得ることで、自らの可
能性を伸ばすきっかけづくりを目的に開催します！

［開催日］令和７年7月12日（土）13:00-17:00、
7月13日（日）9:30-15:30 ※一部セミナーは17：00まで

［場所］ふくし交流プラザ　朝倉戊375-1
［問合先］いきいきライフ推進課
TEL：088-844-9271（直通）

［問合先］
高知県立障害者スポーツセンター
TEL：088-841-0021
https://www.kochi-scfd.com/

開催日 競 技 会 場

令和7年5月24日（土）
アーチェリー 県立春野総合運動公園

サウンドテーブルテニス 県立障害者スポーツセンター

令和7年5月25日（日）
水泳 県立春野総合運動公園

ボウリング（ノーガーター・身体・精神） ボウルかつらしま

令和7年5月29日（木）ペタンク 県立障害者スポーツセンター

令和7年6月1日（日）
陸上競技、卓球、ボッチャ、グラウンド・ゴルフ 県立春野総合運動公園

ボウリング（知的） ボウルかつらしま

令和7年10月5日（日）フライングディスク（総合） 日本トーター高知市総合運動場

高知県社協 キッズ 検索
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ふくし交流プラザへの交通のご案内
［お車でお越しの方］高知駅より車で約20分、高知 IC より車で約30分、
伊野 IC より車で約15分、高知龍馬空港より車で約50分。
駐車場：普通乗用車で約180台駐車できます

［公共交通機関でお越しの方］最寄りバス停「朝倉第二小学校前」下車すぐ

　いの町すこやかセンターにて、今回で2回目を迎える「クリ
スマスマルシェ」が開催されました。このマルシェは、令和元
年に５つの社会福祉法人が連携して発足した「いの町社会
福祉法人つながるかい」の実行委員会を中心に、マルシェ
を通じて福祉の取組や活動について広く知ってもらい、理
解を深めてもらいたいという思いのもと話し合いを重ね、準
備を進めてきました。
　当日は、農福連携をテーマにした昨年度よりも150人多い
450人の方が来場し、大盛況。さらにパワーアップした今回、
社会福祉法人ブースでは各法人の利用者が手作りした品
物の展示や販売が行われ、クイズ大会やバザーも開催され
ました。各法人から品物を集めたバザーは特に大人気で、売
り上げは生活に困っている方の支援に充てられることになり
ました。また、普段は利用者として社協とつながっている方た
ちが、当日はボランティアとして積極的に参加する姿がとて
も印象的でした。
　いの町社会福祉協議会の下川局長と伊吹さんは、今後の
展望について、「社会福祉法人のつながり力を活かして地
域住民のみなさんに広く福祉に興味を持ってもらい、次に開
催するボランティアフェスティバルにつなげていきたい」と話
します。今回のマルシェから広がっていく地域福祉の今後
の展開が楽しみです。

い
の
町
社
会
福
祉
協
議
会

高
知
県
内
の

社
会
福
祉
協
議
会
ご
紹
介
ー
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つながる会の5法人の利用者の作品を展示
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